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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,09 43,66 +0,57 50,24 -6,58

USD / BRL Spot BRL 2,2575 2,2422 -0,0153 2,0404 +0,2018

USD / JPY Spot JPY 97,28 97,90 +0,62 102,50 -4,60

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.214 47.056 -1.158 56.265 -9.209

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 205,0 210,5 +5,5 129,2 +81,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,60 11,57 -0,03 9,36 +2,21

DI Future Jan14（金利先物） % 9,10 9,16 +0,06 8,13 +1,03

3 Months US Dollar Libor % 0,273 0,273 +0,000 0,274 -0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 279,6 278,1 -1,5 287,9 -9,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週金曜日のドルレアルスポット相場は、連日続いたレアル安が一服する展開でした。朝方は前日引け
とあまり変わらない２．２５台半ばで始まりましたが、最近のレアル売り基調から間もなく２．２６台後半での
取引となりました。昼前に先物レアル買いに相当するスワップ介入が実施されたことでレアル安は止まり、
２．２６台でもみ合いとなりました。その後、介入で一旦相場が落ち着いたところに米株が反発したことで急
激に進んだレアル安の反動が出たため、午後はレアル高の流れとなりました。結局、相場は２．２４台前半
で引けています。

中銀は連日でスワップ介入を行い、市場を落ち着かせました。今回の介入はおよそ１８億ドルとここ最近で
は通常の規模でしたが、満期が通常より長い来年の１月及び２月でした。今月ここまでのスワップ介入は
１～３ヶ月タームで実施されていましたが、長めの満期を提示することで市場への関与を強める意向を打
ち出しているのかもしれません。

今朝発表された週次サーベイによると、今年末の成長率見通しは２．４９％から２．４６％へ引き下げられ、
同インフレ見通しは５．８３％から５．８６％へ引き上げられました。同政策金利見通しは９．００％で変わり
ませんでしたが、引き続き経済見通しの悪化がじわりと進行しています。市場は一旦落ち着きを見せたも
のの経済への懸念は燻り続けているので、今後もレアル安圧力が残ったまま不安定な展開が続くしょう。
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